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給水スポットの拡大による使い捨て飲料容
器の削減活動の全国展開

調べてみよう！マイクロプラスチック市民
調査

給水スポット登録数 1,061 件

活動地域数 11 地域

今年度計画の達成度 65 ％

目標達成度 60 ％
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活動内容と成果
● 全国11都府県で公共及び協力店舗等の給水スポット
の拡大活動を実施した
●オンラインセミナーを3回開催した
● 3都市でマイボトル持参率調査と街頭アクションを実
施した

●ロハスフェスタで仮設給水ステーションを設置運営した
● 自治体、交通機関、商業施設等を対象に水飲み・給水
インフラ全国調査を実施した
● 全国の地域リフィルが集まるサミットを開催、
「Refillサミット2021京都宣言」を発表した
● 「給水スポット大賞2020」として自治体、コミュニ
ティの優れた事例を表彰した
●活動紹介動画、リーフレットを制作した

活動内容と成果
マイクロプラスチックをきっかけに、海洋のプラス
チック汚染問題に関心を示す人が増えてきた。研究
者らの助言と、検討会議による意見交換により調査
手法を検討した。ごみ調査の実施経験を持つ人たち
を対象に市民調査説明会を行い、マイクロプラス
チックの採集や分類などの手法の研修を行った。調
査用具セットを貸し出して各地で調査を実施しても
らい、31か所の試料が集まっている。うち13か所分
については、研究機関の協力によりポリマー分析を
行うことになった。

課　題
ペットボトルなどの使い捨て容器に入った飲料の消費
の増加が、資源消費量、CO2排出量等の環境負荷の増加
につながっている一方、水道水や地域の水資源への関
心は低い。

目　標
日本の多くの地域で給水スポットが設置され、利用さ
れることで、ペットボトル等使い捨て容器入り飲料の消
費が減り、環境負荷の低減と潤いのあるまちづくりが
広がること。

課　題
マイクロプラスチックへの関心は高まっているが、市民
調査の手法が整っていない。分析、比較、実態把握など
ができるように市民調査手法を整えることが必要。

目　標
海洋ごみに関心を持つ市民が共通の手法でマイクロプ
ラスチックを調査することを通じて、プラスチックによ
る海洋汚染の実態を知り、プラスチックの使用量削減
の重要性に気づく。
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス感染拡大の影響
で、イベントやお祭りが中止になり、
仮設給水ステーションを使用した活
動ができなかったこと。

■工夫した点
活動計画を変更し、少人数の街頭アク
ションや表彰制度で露出の機会を作
るとともに、今後の活動にいかせる
調査事業を実施した。

■苦労した点
新型コロナウイルスのため、参集や
移動を自粛せざるを得ない状況とな
り、予定数の調査やイベントができ
なかった。

■工夫した点
対面で予定していた検討会議をオン
ラインで開催した。調査は移動距離
の短い近郊のみで実施した。

2021年度は、活動地域を更に拡大し、給水スポット数を増やすとともに、国際連携
アクション、街中での実証実験等、新たな取組みを実施したい。自治体、企業等と
協働で日本の給水環境に変化を起こしたい。

20か所程度の調査を追加する。マイクロプラスチックの回収イベントと全体の報
告会を行い、身近な海岸のプラスチック汚染状況を伝える。

今後の
展望

今後の
展望

真夏に全国３都市で街頭アクション実施真夏に全国３都市で街頭アクション実施

マイクロプラスチックの採集を練習する様子マイクロプラスチックの採集を練習する様子

給水スポット大賞2020授賞式給水スポット大賞2020授賞式

海岸に置いた調査用の枠海岸に置いた調査用の枠

検討会議 2 回
マイクロプラスチック
市民調査 31 回

今年度計画の達成度 35 ％

目標達成度 60 ％
 日本全域

 日本全域


